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第１章 はじめに 

近年、中国では、定年退職後にいかに生きるかが、高齢者にとって大きな問題となって

いる。定年退職後の生活を充実させるには、職域以外の社会参加が重要な意味をもつ。社

会参加が参加する本人にだけでなく、配偶者に与える影響を視野に納めることが重要であ

る。 

 

第 2 章 これまでの研究と本稿の課題 

 筆者が調べた限りでは、男性高齢者の就業以外の社会参加が配偶者の主観的幸福感に与

える効果を分析した研究は片桐•菅原よるもののみである[2]。中国では、このような研究

はない。片桐らの研究以外では、高齢者の社会参加が夫婦満足度に与える影響を分析した

研究[23]、さらに家事に限定したもの[25]であるが、高齢者の家事参加が配偶者の生活満

足度に与える効果を分析した研究[5]がある。夫婦とも仕事と家事をすることが中国にお

ける一般化の問題であるが、男性だけでなく、女性も対象とし、高齢者の就業以外の社会

参加がその配偶者の主観的幸福感に与える効果を分析した研究はない。 

そこで本研究では、片桐・菅原の研究を参考にし、中国における定年後の夫の社会参加

活動が妻の生活満足度に与える影響だけでなく、逆に妻の社会参加活動が夫の生活満足度

に与える影響について分析することを目的とする。高齢期における社会参加の重要性を、

高齢者本人だけでなく、配偶者に対するメリットの面からも提言できる。なお、本研究に

おける社会参加活動は、家にいて個人でするような趣味活動や家事など、仕事に代わるあ

らゆる社会活動と定義する。 

本研究の仮説は次の 2 つである。仮説 1 は、夫が非就業の場合就業者と比較して夫が社

会活動が多いほど妻の生活満足度が高い、仮説 2 は、妻が非就業の場合就業者と比較して

妻が社会活動が多いほど夫の生活満足度が高い、と設定した。 

 

第 3 章 研究方法 

1. 対象と調査方法 

調査対象は、中国上海市に在住し、定年退職した高齢夫婦 136 組 272 人であった(夫婦

のうち一人だけ退職した場合も含む)。対象者の抽出は、筆者の親族・友人に対して上記の

条件に合致する調査対象者の紹介を依頼する方法で行った。調査方法は、自記式調査票を

用いて訪問配布・訪問回収法で行った。回収された調査票は 131 組であった（回収率は

96.3％）。 

 

2.分析項目 

1）独立変数 

（1）社会参加 

社会参加については、在宅活動および外での活動それぞれの有無と、在宅および外での活動

それぞれ 1 つ以上活動している回答者については、在宅および外での活動それぞれの参加頻度

を質問した。 

（2）就業の有無 

就業の有無のダミー変数（1＝就業,0＝非就業）を作成した。 
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2）従属変数 

生活満足度については、古谷野ら（1990）によって作成されたにより生活満足度尺度

（ Life Satisfaction Index Koganei; LSIK）を使用した。 

3)コントロール変数 

主観的健康感、暮らし向きの程度、学歴、年齢を測定した。 

 

3.分析方法 

分析は夫と妻それぞれ別々に、重回帰分析を行った。男性の場合、男性の生活満足度へ

の妻の社会参加の効果を分析するため、男性の生活満足度を従属変数、独立変数として、

①妻の在宅活動、②妻の外での活動、③妻の在宅活動と妻の外での活動それぞれの夫の就

業との交互作用項、さらに、コントロール変数として、①男性の就業、②男性の在宅活動、

③男性の外での活動、④男性の主観的健康感、⑤男性の暮らし向き、⑥男性の学歴、⑦男

性の年齢をコントロール変数として投入した。 

女性の場合、女性の生活満足度への夫の社会参加の効果を分析するため、女性の生活満

足度を従属変数、独立変数として①夫の在宅活動、②夫の外での活動、③夫の在宅活動と

夫の外での活動それぞれの夫の就業との交互作用項、さらに、コントロール変数として、

①女性の就業、②女性の在宅活動、③女性の外での活動、④女性の主観的健康感、⑤女性

の暮らし向き、⑥女性の学歴、⑦女性の年齢をコントロール変数として投入した。 

 

4．倫理的配慮 

本研究は、桜美林大学研究倫理委員会にて承認済み（承認番号 21034）である。 

 

第 4 章 結果 

1．対象者の属性 

平均年齢は夫 67.6 歳、妻 64.1 歳であった。平均結婚年数は 38.8 年、家族構成では、夫

婦のみの世帯が 61.1％で多数を占めた。就業の経験については、働いたことがある者が夫

100％、妻 99.2％であった。就業については、就業中の夫は 29.8％、妻が 35.9％であった。

生活満足度の平均（標準偏差）は夫では 4.8（1.7）、妻では 5.2（1.8）であった。 

 

2.配偶者の在宅活動と外での活動が生活満足度に与える影響：重回帰分析の結果 

男性の生活満足度については、妻の在宅活動、妻の外での活動、妻の在宅活動と夫の就

業の有無との交互作用項、妻の外での活動と夫の就業の有無との交互作用項のいずれも有

意な効果がみられなかった。男性の年齢が生活満足度に有意な効果がみられた（ｐ<0.05）。 

女性の生活満足度については、夫の場合と同じく、夫の在宅活動、夫の外での活動、夫

の在宅活動と妻の就業の有無との交互作用項、妻の外での活動と夫の就業の有無との交互

作用項のいずれも有意な効果がみられなかった。女性の暮らし向きの状況が生活満足度に

有意な効果がみられた（ｐ<0.01）。以上の分析の結果は、仮説 1 と仮説 2 のいずれをも支

持する結果ではなかった。 

 

 



3 

 

第 5 章 考察 

本研究においては、2 つの仮説のいずれも支持する結果が得られなかった。仮説がなぜ

支持されなかったのかについては、主に二つの理由が考えられる。１つ目は日中の社会環

境の違いによる高齢者の就業および社会参加の違いである。二つ目は分析対象者の限定さ

れていたことの影響である。 

本研究の問題点と今後の研究の方向性については、以下の 4 点を指摘できる。1 つ目は、

筆者の個人的なネットワークを通じて分析対象者の選定したことから、分析対象者が限定

されたという問題である。居民委員会の名簿を活用し、代表性がある標本を対象とした分

析が必要である。2 つ目は、夫婦ペアを就業の有無によって 4 類型に区分し、それぞれの

就業以外の社会参加の生活満足度への効果を分析することが必要である。3 つ目は、分析

モデルに子どもとの関係を位置付けることが必要性ある。4 つ目は、社会活動をより細か

く分類し、社会活動の種類による結果の違いも検討してみることが必要ある。
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